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東京薬科大学大学院の三つの方針 

東京薬科大学大学院の修了認定・学位（修士・博士）授与の方針  

（ディプロマ・ポリシー） 
東京薬科大学大学院では、人類と生命を慈しみ、科学技術の発展および人類

の福祉と健康に貢献するための高度な研究能力と学識を持ち、国際社会で活躍

できる意欲的かつ高い能力のある人材の養成を目的とします。東京薬科大学大

学院は、各研究科で定めた所定の単位を修得し、所定の能力を備え、学位審査

に合格した大学院学生には修了を認定し、学位を授与します。 

 

東京薬科大学大学院の教育課程編成・実施の方針 

（カリキュラム・ポリシー） 

東京薬科大学大学院では、最先端の研究活動を通じて、薬学・生命科学領域

における広範囲な基礎的・先進的知識と技能を修得し、自ら問題点の抽出と問

題解決を進めていくことが実践できる人材を育成するよう各研究科での大学院

教育を行います。 

 

東京薬科大学大学院の入学者受入方針 

（アドミッション・ポリシー） 
東京薬科大学大学院では最先端の研究活動を通じて、薬学・生命科学領域に

おける広範囲な基礎的・先進的知識と技能を修得し、自ら問題点の抽出と問題

解決を進めていくことが実践できる人材を育成するために、学士あるいは同等

の学位を持ち、かつ以下の能力を持つ大学院学生を求めています。 

 

東京薬科大学が求める大学院学生像 

１）研究者・技術者として社会に貢献したいという強い意志を持っている。 

２）豊かな人間性を養うために積極的な自己研鑽に励むことができる。 

３）相互理解のための表現力・コミュニケーション能力に優れている。 

４）基礎学力があり、高い勉学意欲を持っている。 

５）国際的な視点と倫理性と高い教養を持っている。 

６）自ら果敢に新たな分野の開拓等に挑戦することができる。 

 

 



 

薬学研究科の教育研究上の目的 

薬学研究科においては人類の福祉への貢献を志向し、視野の広い薬学分野の有

為な人材を育成することを目的とする。 

 

「三つの方針」 薬学研究科 

薬学研究科の基本理念・目標 
薬学研究科は、人類と生命を慈しむ心と、科学技術の発展および人類の福祉

と健康に貢献するための薬学研究を推進できる高度な研究能力と学識を持ち、

国際社会で活躍できる人材の養成を基本理念・目標としています。特に、高度

医療、医薬品開発、大学教育などの分野において薬学研究者としての視点を有

する医療人および指導者の養成に主眼を置いています。 
なお、社会人課程では、医療機関、行政機関、企業等に在職中の社会人を受

け入れ、上述した能力を持つ人材を養成します。 

 

薬学研究科の修了認定・学位授与の方針 

（ディプロマ・ポリシー）：修士（薬科学） 
薬学研究科の基本理念に基づき、特論講義、演習、実習および課題研究を通

じて以下にあげる専門知識と研究能力を身につけた上で、所定の単位を取得

し、学位申請論文を提出して薬学研究科委員会が実施する最終試験に合格した

大学院学生には修了を認定し、学位（修士（薬科学））を授与します。 

 

１） 研究者としての基本的な学識と英語力を身につけている（基本的学識と

国際力）。 

２） 自身の研究課題について、調査、実験、解析する能力を身につけ、かつ

文章および口頭で伝え、議論できる（思考力、判断力、表現力）。 

３） 専攻した領域の知識を理解し、新たな課題に取り組む能力を身につけて

いる（専攻領域の基礎知識と解決能力）。 

４） 科学技術の進歩および福祉と健康に貢献する科学者としての人間性と倫

理観および使命感を身につけている（人間性、倫理性）。 

  



 

薬学研究科修士（薬科学）課程の教育課程編成・実施の方針 

（カリキュラム・ポリシー） 
薬学研究科では、特論講義および演習・実習で様々な研究分野の知識を身に

つけ、それを駆使して課題研究と論文作成を行う中で研究分野の技能と医療に

関わる者としてふさわしい態度を磨き、自ら問題解決を実践できるように指導

します。また、主指導教員（指導教授または准教授）は、副指導教員とともに

課題研究と論文作成を指導します。なお、副指導教員は対象学生の所属する教

室（研究室）とは別の研究科委員が担当し、各々評価を行います（副指導教員

制度）。 

１）英語および専門領域の特論において、基本的な学識と英語力の修得を図

ります。 

２）演習および実習において、思考力、表現力等の修得を図ります。 

３）課題研究において、専門知識と新たな課題に取り組む能力の修得を図り

ます。 

４）医療に関わる者としての態度を養成するために e-learning等を活用し、

研究倫理等の徹底を図ります。 

 

薬学研究科修士（薬科学）課程の入学者受入方針 

（アドミッション・ポリシー） 

薬学研究科は、修了認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）および

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受ける

ために必要な、以下にあげる人材を求めます。 

 

１）探究心および学修意欲を持ち、自己研鑽に積極的に取り組むことができる。 

２）責任感や倫理観が強く、協調性を持っている。 

３）化学および生物学などの自然科学系のみならず、国際化に対応する語学力

を身につけている。 

４）医薬品創製に関する研究を介し、人類の健康と福祉に寄与したいという強

い意志を持っている。 

  



 

 

大学院薬学研究科薬科学専攻修士課程における修士学位論文審査の

基準 
 
修士の学位論文審査においては、公開の口述発表会を開催し、複数の審査委員

（主査１名、副査 1名以上）による論文審査を実施します。なお、主指導教員が

主査を担当し、副査は薬学研究科委員会において審議の上、決定されます。以上

の過程を経て、修士の学位は以下の基準に基づいて審査されます。 
 
１）修士（薬科学）学位論文は、薬科学分野において新規性・独創性の観点か

ら優れており、学術的意義を有していること 
２）修士（薬科学）学位論文は、得られた結果に基づき論理的かつ明解である

こと 
３）修士（薬科学）の学位を授与される者は、関連研究分野における背景に関

し十分な知識を有し，その研究分野における課題を解決する能力を備えて

いること 
４）修士（薬科学）の学位を授与される者は、豊かな人間性と倫理性を備え、

創薬科学の発展に寄与できる資質を有していること 
 
 
  



 

研究指導計画（修士課程） 

学位（修士）取得まで，およそ以下のスケジュールで進められます。 

 

１年次 

・主指導教員と副指導教員の決定（４月） 

・主指導教員と協議の上，研究テーマを決定（４月） 

・研究指導計画書の作成（４月） 

・実験，調査等の開始（４月） 

・授業科目の受講 

・実習，演習の実施 

・学会発表の準備 

 

２年次 

・実験，調査等の実施 

・授業科目の受講 

・演習の実施 

・学会発表 

・実験，調査のまとめ 

・修士論文の執筆 

・修士論文の提出（１月） 

・主査，副査の決定（１月） 

・修士論文発表会（２月） 

・最終試験（２月） 

 

 

【修士課程の修了要件】 

修士課程の修了要件は、当該課程に 2年以上在学し、所定の授業科目を履修の

上、30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受け、当該課程の目的に応

じ、修士論文又は特定の課題についての研究成果の審査、及び最終試験に合格

することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者につい

ては、1年以上在学すれば足りるものとする。 

 
  



 

Ⅰ．教務に関する事項 

 
１．研究分野 

本大学院薬学研究科薬科学専攻修士課程は次に示す 7 研究分野からなって

いる。 
薬品分析化学、生薬学、創薬有機化学、創薬生化学、分子衛生化学、 

分子創剤制御学、生体機能制御学 

 
２．講  義 

(1) 別表による 7 科目の選択講義は、1～2 年次に 3 科目 6 単位以上の修得が

必要である。 
(2) 「英語特論 I・II」は 1 年次の必修科目で、2 科目 4 単位の修得が必要で

ある。 
(3) 「演習」及び「実習」は所属教室において行う。演習は 4 単位、実習は 6

単位の修得が各々必要である。 
 



 

別表 
薬学研究科薬科学専攻修士課程授業科目及び配当単位数一覧表 

授  業  科  目 配 当 単 位 数 
配当年度 備 考 

必   修 選   択 

創 薬 有 機 化 学 特 論  2 1・2 
2024 年度 

開講 

薬 品 分 析 化 学 特 論  2 1・2 
2025 年度 

開講予定 

生 薬 学 特 論  2 1・2 
2025 年度 

開講予定 

創 薬 生 化 学 特 論  2 1・2 
2024 年度 

開講 

分 子 衛 生 化 学 特 論  2 1・2 
2025 年度 

開講予定 

分子創剤制御学特論  2 1・2 
2025 年度 

開講予定 

生体機能制御学特論  2 1・2 
2024 年度 

開講 

英 語 特 論 Ⅰ 2  1 前  
 

英 語 特 論 Ⅱ 2  1 後  
 

演 習 Ⅰ 1  1 前  
 

演 習 Ⅱ 1  1 後  
 

演 習 Ⅲ 1  2 前  
 

演 習 Ⅳ 1  2 後  
 

基 礎 実 習 3  1 前  
 

応 用 実 習 3  1 後  
 

課 題 研 究 10  1～2  
 

要 修 得 単 位 数 24 6 以上   
 



 

【選択科目の履修方法】 

本課程の学生は、1～2 年次に選択科目の中から 3 科目 6 単位以上、必修科

目との合計 30単位以上を修得しなければならない。 

 
2024年度薬科学専攻 授業日程（前期） 

月 火 水 木 金 

創薬有機化学

特論 

創薬生化学 

特論 

生体機能 

制御学特論 
英語特論Ⅰ  

     

2024 年度薬科学専攻 授業日程（後期） 

月 火 水 木 金 

   英語特論Ⅱ  

4月 8日（月）講義開始 

 

（注意） 

専門科目は、選択する科目の履修申請を、所定の期日までに所定の用紙にて本学

薬学事務課まで行うこと。 
 

Ⅱ．特論単位認定に係る試験 

履修した特論科目については、原則として講義終了後に試験を行い学業成績

を考査する。合格した科目については、所定の単位の修得を認める。 
なお、各特論において講義実施時間数の 3 分の 2 以上出席しなかった者には

受験資格を与えない。試験を、疾病その他やむを得ない理由で欠席した者は、指

導教授または准教授の承認（署名・捺印）を得て、試験終了日より起算し 3 日以

内（土日祝日は除く）に所定の届け出用紙に、診断書等の証明書を添付して、薬

学事務課大学院係へ提出すること。欠席届が認められた者は、特論取り纏め担当

者の指示に従い、追試験もしくはレポート課題等を受け、その結果に基づき単位

認定の可否が判断される。 
 
 



 

1. 成績の評価 
成績の評価は以下の表に示す通りである。 
 

評価 合・否 
A 合格 
B 合格 
C 合格 
D 不合格 

 

なお成績の評価は原則として、出席、受講態度、および記述試験の得点状況か

ら、総合的に行う。Ａ～Ｄ の目安は以下の通りである。 

Ａ：出席状況(2/3以上)、受講態度(良)、記述試験(80点以上) 

Ｂ：出席状況(2/3以上)、受講態度(良または普通)、記述試験(70点以上) 

Ｃ：出席状況(2/3以上)、受講態度(良または普通)、記述試験(50点以上) 

Ｄ：出席状況(2/3未満)、受講態度(普通または不良)、記述試験(50点未満) 

 

2. 単位の認定 
履修した特論科目については、原則として特論講義の最後のコマに記述試験

を行い、その結果と出席状況やレポート等の内容も含めて、総合的に成績を考

査する。合格した特論科目について、所定の単位修得を認める。 
 
3. 課程修了に必要な特論単位数 

（１）専門科目は、7 科目（いずれも 2 単位）を開講する。以上の内 3 科目

6 単位以上を 1～2 年次に修得する。 
（２）英語特論は必修で、I と II が各々2 単位である。これら 2 科目合計 4

単位を 1 年次に修得する。 
  



 

Ⅲ．演習と実習 

演習と実習は必修で、各学生が所属する教室または研究室で実施される。以下

に、演習と実習の具体的内容の例を示す。 

 

１．演習：研究テーマに関係する学術論文の検索方法、その読み方、データ

のまとめ方、学会発表の仕方等を修得する。 

 

２．実習：化学物質の取扱い、実験動物の取扱い、検査キットや測定機器の

使用方法等、研究テーマに関する実験の遂行あるいは調査を行う

ための基礎知識と技能を修得する。 

 

Ⅳ．課題研究 

学生は、所属した教室において、課題研究として独自の研究を行い、その成果

を修士論文として纏める。 

課題研究テーマは各研究分野によって様々ではあるが、本課程では薬学関連

領域で医薬品創製に関する研究を介し、人類の健康と福祉に寄与する薬学研究

者を養成する。



 

修了までの道のり       薬学研究科 薬科学専攻 修士課程 

講義科目区分 
1 年 次 2 年 次 

前期 後期 前期 後期 

基礎科目（必修科目） 

4 単位 

  

専門科目（選択科目） 

6 単位以上 

  

演習科目（必修科目） 

4 単位 

  

研究(必修科目) 

実習 6 単位 

課題研究 10 単位 

  

 
演習Ⅰ：所属教室が開講するセミナーにて、研究テーマに関係する学術論文の検索方法およびその読み方についての指導を受ける。 
演習Ⅱ：研究テーマに関連する論文検索を行い、セミナーで紹介(発表)できるようにする。発表では内容を纏めた資料を作成し、教員および大学院生に提 

示する。発表内容に関する質疑応答が出来るようにする。 
演習Ⅲ：研究テーマでの実験データの解析(統計処理など)の指導を受ける。引用文献などの資料も併せて実験内容を纏め、セミナーにて発表できるよう 

にする。学会発表会を想定し、質問への応答が出来るようにする。 
演習Ⅳ：学位論文審査での提出論文を作成するための研究結果を纏め、論文の構築を検討する。研究成果を学会で発表するための要旨作製し、口頭 

およびポスター形式での学会発表が出来るようにする。 

 
基礎実習：化学物質の取扱い、実験動物の取扱い等について、研究テーマの実験を行うための基礎知識の指導を受ける。その後、研究テーマに関する 

実験に関する手技の修得を行う。 
応用実習：基礎実習にて学んだ手技で得られたデータを解析し、実験技術の確認を行う。実験結果を演習Ⅱで発表し、指導教員との意見交換で改善点 

などを検討し、再現性が高い実験操作を行い、かつ精度の高いデータを出せる実験が出来るようにする。

基礎実習 

課題研究 

応用実習 

演習Ⅰ 演習Ⅱ 演習Ⅲ 演習Ⅳ 

薬品分析化学特論 

生薬学特論 

創薬有機化学特論 

創薬生化学特論 

分子衛生化学特論 

分子創剤制御学特論 

生体機能制御学特論 

選択科目で 2 年間の内、3 科目 6 単位以上の修得が必要 

英語特論Ⅰ 英語特論Ⅱ 

修
士
学
位
論
文
発
表 

修
士
学
位
記
授
与 

薬品分析化学特論 

生薬学特論 

創薬有機化学特論 

創薬生化学特論 

分子衛生化学特論 

分子創剤制御学特論 

生体機能制御学特論 

 



講義時間　　
※   16:00～17：30 ◎　15:30〜17:00 ＊外部講師

講 義 室　　医301講義室（医療薬学研究棟3F）

【前期】 【後期】

月　日 担当者 月　日 担当者 月　日 担当者 月　日 担当者 月　日 担当者
4/8 ●三浦 4/9 吉川 4/10 長谷川 4/11 〇増田 10/3 〇増田 

4/15 ●三浦 4/16 山田 4/17 三部* 4/18 〇増田 10/10 〇増田 
4/22 ●平島 4/23 濵田 4/24 中南 4/25 〇増田 10/17 〇増田 
5/13 ●矢内 4/30 渡* 5/1 瀬山 5/2 〇増田 10/24 〇増田 
5/20 ●矢内 5/7 安達 5/8 丸ノ内 5/9 〇増田 10/31 〇増田 
5/27 ●矢内 5/14 安達 5/15 吉江 5/16 〇増田 11/7 〇増田 
6/3 ●宮岡 5/21 佐藤 5/22 草間 5/23 〇増田 11/14 〇増田 

6/10 ●宮岡 5/28 佐藤 5/29 林 5/30 〇増田 11/21 〇増田 
6/17 ●林 6/4 佐藤 6/5 田野中 6/6 〇増田 11/28 〇増田 
6/24 ●谷口 6/11 □中村* 6/12 鈴木 6/13 〇増田 12/5 〇増田 
7/1 ●谷口 6/18 ※胡桃坂* 6/19 藤田 6/20 〇増田 12/12 〇増田 
7/8 ●青山 6/25 ●高木 6/26 畔蒜 6/27 〇増田 12/19 〇増田 

7/22 ●三島 7/2 ●高木 7/3 田村 7/4 〇増田 1/9 〇増田 
7/29 ◇竹内* 7/9 ●高木 7/10 大滝 7/11 〇増田 1/16 〇増田 
8/5 ◇西田* 7/16 試験（佐藤） 7/17 下枝 7/18 〇増田 1/23 〇増田 

【備考】

2024年度　薬科学専攻修士課程講義予定表

医301講義室

英語特論Ⅰ（1限）

【備考】

医301講義室 医301講義室

●    11:10～12:40
 □  15：00～16：30
無印  9:30～11:00

【備考】
（外部講師：時限変更）
・6/11（火）15:00〜16:30
中村由和（東京理科大学創域理工学
部）
・6/18（火）16：00～17：30
胡桃坂仁志（東京大学　定量生命科学
研究所　教授）

【備考】
（外部講師：時限変更）
・7/29（月）15：40～17：10に変更
竹内恒（東京大学大学院薬学研究科）

（外部講師：日程変更予定、時限変更）
・8/5（月）15：40～17：10に変更
※日程については、後日連絡します
西田紀貴（千葉大学教授）

【備考】
（外部講師）
・4/17（水）
三部篤（岩手医科大学　教授）

〇   10:00～11:30

水曜日火曜日
創薬有機化学特論(2限) 生体機能制御学特論（1限）創薬生化学特論（1限） 英語特論Ⅱ（1限）

木曜日

医301講義室

 ◇  15：40～17：10

月曜日 木曜日

医301講義室

◆   14:00～15:30



 

創薬有機化学特論 

1・2年次前期 2単位 

担当者 三浦 剛、平島 真一、矢内 光、宮岡 宏明、釜池 和大、三島 正規

青山 洋史、谷口 敦彦、林 良雄、竹内 恒*、西田 紀貴* *は外部講師 

■学修目標（GIO） 

有機合成化学を基盤とする近年の創薬化学の進歩はめざましく、医薬品分子創製の

新しい概念や手法が次々に構築されている。そこで本特論では、これらの新技術を具

体的な創薬研究を通じて解説すると共に、その創薬基盤を担う有機合成化学の考え

方について学ぶ。 

■行動目標（SBOs） 

1.  水中での有機合成反応について概説できる。（三浦） 

 2. リサイクル型有機合成反応について概説できる。（三浦） 

 3.  グリーンケミストリーの概説とその実例を説明できる。（平島） 

 4.  有機分子の立体化学について，創薬の観点から説明できる。（矢内） 

  5.  創薬の鍵となる立体制御反応について，その基本原理を説明できる。（矢内） 

6.  アルドール反応における立体選択性を説明できる。（矢内） 

 7.  海洋生物由来の生物活性物質と医薬品について概説できる。（宮岡） 

 8.  医薬品の開発例とその合成法について概説できる。（宮岡） 

 9.  生体高分子の立体構造解析が創薬につながった例について概説できる。（西田、

三島） 

10.  生体高分子の立体構造を解析する手法について概説できる。（竹内、三島） 

11.  受容体タンパク質の構造に基づく創薬探索手法について説明できる。（青山） 

12.  ペプチドの合成法について説明できる。（谷口） 

13.  常に視点を変えて、物事を見つめることができる。（谷口） 

14.  生体分子であるペプチドとくすりの関わりについて概説できる。（林） 

  

■講義内容 
回数 担当者 講義内容と対応 SBOs 

1. 三浦 水中での有機合成反応（1） 

2. 三浦 有機合成化学におけるリサイクル技術（2） 

3. 平島 環境負荷低減型反応の開発（3） 

4. 矢内 創薬に関わる有機立体化学の基礎 （4） 

5. 矢内 創薬に関わる精密有機合成手法の基礎 （5） 

6. 矢内 精密有機合成の実例：基礎（6） 

7. 宮岡 海洋天然物と医薬品（7） 

8. 宮岡 医薬品の開発とその合成法（8） 



 

9. 林 コロナ禍からの温故知新（9） 

10. 谷口 ペプチドとくすり（10） 

11. 谷口 ペプチド合成化学とその応用（11） 

12. 青山 受容体タンパク質の形質概念と創薬手法について（12） 

13. 三島 創薬につながった生体高分子の立体構造解析の実例（13） 

14. 竹内  NMRによる動的構造解析と創薬（14） 

15. 西田 インセル NMRによる創薬（15） 

   

■アクティブラーニングの取り組み 

・補助プリントを配布し、講義を進行しながら、空欄部分を記入させるようにしてい

る。 
・学生を指名して意見を述べさせている。 
・学生同士で議論する時間を設けている。 
■授業で行っている工夫 
・自由に意見を述べる機会を設けている。 
・理解度の確認を講義中に複数回行う。 
 
■成績評価 

1）形成的評価 

 受講態度，および記述試験により総合的に評価する 

a：知識 適宜レポートを課す。 

c：態度 受講状況を記録する。 

2）総括的評価 

a：知識 定期試験（70％） 

C：態度 受講状況（提出物含）を加味して総合的に評価する

（30％） 

 

 受講態度によっては、受験停止の措置を講じることが

ある。 

 

■教科書 

各講義において必要に応じてプリント等を配布する。 
 
■準備学習 
・参考資料や課題を配布するので、よく読んで理解に努めること。 
・講義資料の内容をよく復習すること。 

■オフィスアワー 

いつでも可。但し、要予約。 

 



 

 

■学生へのフィードバック 

講義中の課題により、理解に対するファイードバックを行う。 

 

■教員から一言 

受講生の自身の研究に役立つ講義にしたいと思います。 

 

 
  



 

創薬生化学特論 

1・2年次前期 2単位 

担当者 安達 禎之、佐藤 隆、高木 教夫、吉川 大和、山田 雄二、濵田 圭佑、

渡 一（栄研化学株式会社）、中村 由和（東京理科大学創域理工学

部）、胡桃坂 仁志（東京大学定量生命科学研究所）    *は外部講師 

■学修目標（GIO） 

 今世紀に入って、生化学に関わる分子、現象、しくみに関する知識は爆発的に増え

た。医療への貢献も目覚しく、難治性疾患の中には治療法が革命的に変化したものも

ある。この流れは益々強く、大きくなっている。本特論では、これらの変化がどのよ

うに創薬に関わるか、実例を示しながら紹介する。それらの知識が、学生個々の研究

テーマの伸展に何らかのアイデアを提供できることを期待している。 

■行動目標（SBOs） 

1. 細胞外マトリックスの構成成分と機能について概説できる。 

2. 細胞接着の基礎と応用について概説できる。 

3. 標的タンパク質分解誘導剤、および機能性バイオマテリアルの開発について応

用などの観点から概説できる。 

4. アレルギー・自己免疫疾患などの免疫疾患を引き起こす免疫学的な機序につい

て概説できる。 

5. 感染免疫の観点から自然免疫受容体とシグナル伝達ならびにサイトカインネ

ットワークについて概説できる。 

6. 感染症診断における遺伝子工学や免疫学的手法について概説できる。 

7. 紫外線や近赤外線による光老化と細胞外マトリックス代謝調節について概説

できる。 

8. 皮膚バリアにおける皮脂の役割と皮脂分泌過剰または低下に起因する皮膚疾

患、さらにその治療薬または化粧品の開発について概説できる。 

9. 皮膚のストレス応答の分子機構および疾患との関連性に関して概説できる。 

10. 生体膜リン脂質やその代謝酵素が生体内で果たす役割について概説できる。 

11. エピジェネティクスとクロマチンの役割について概説できる。 

12. 神経変性疾患を理解する上での神経系の構造と機能について概説できる。 

13. 神経変性疾患の発症を遺伝子レベルで概説できる。 

14. 神経変性疾患に対する治療法開発について、再生医療などの観点から概説でき

る。 

  

■講義内容 
回数 担当者 講義内容と対応 SBOs 

1. 吉川 細胞外マトリックスの基礎と応用（1） 

2. 山田 細胞接着ペプチドのバイオマテリアルへの応用（2） 



 

3. 濱田 標的タンパク質分解誘導剤・機能性バイオマテリアルの開発と応

用（3）  

4. 安達 自然免疫・獲得免疫・受動免疫概論（4） 

5. 安達 アレルギーに対する新たな治療戦略（5） 

6. 渡 開発途上国・新興国における感染症（結核、マラリア、NTDｓ）の

課題（6） 

7. 佐藤 紫外線や近赤外線による光老化と皮膚細胞外マトリックス代謝

（7） 

8. 佐藤 皮膚バリア機能と皮脂産生・分泌調節機構（佐藤）（8） 

9. 佐藤 皮膚のストレス応答の分子機構と局所および全身的ストレス性疾

患（9） 

10. 中村 生体膜リン脂質代謝の生理的意義 （10） 

11. 胡桃坂 エピジェネティクスとクロマチンの役割と創薬（11） 

12. 高木 神経系の構造と機能（12） 

13. 高木 神経変性疾患の病態生化学（13） 

14. 高木 神経変性疾患に対する創薬（14） 

15. 佐藤 記述試験 

   

■アクティブラーニングの取り組み 

学生と意見交換しながら講義を進める。  
補助プリントに内容を書き込みながら講義を進める。  
講義終了後にレポートを提出させることもある。 
 
■成績評価 

1）形成的評価 

a：知識 口頭試問等によって知識の到達レベルを繰り返し確認させて

いる。（90％） 

c：態度 受講状況を記録する。 （10％） 

  

2）総括的評価 

a：知識 総括試験、提出物を総合的に評価する。（100％） 

   

■教科書 

各講義においてハンドアウト資料を供する。 
 
 
 



 

■オフィスアワー 

在室の時はいつでも可。 

 

■準備学習（予習・復習等） 

講義資料や参考資料を配布するので、よく読んで理解に努めること。 

講義内での口頭試問の内容を復習すること。 

 

■学生へのフィードバック 

講義中や講義終了時に講義資料や参考資料を中心に振り返りながら重要ポイント

を解説・復習する。 

 

■教員から一言 

講義内容に関して、講義中に活発に質疑されることを期待します。 

 
  



 

〇生体機能制御学特論 

1・2年次前期 2単位 

担当者 長谷川 弘、三部 篤*（岩手医科大学教授）、中南 秀将、瀨山 翔史 

丸ノ内 徹郎、吉江 幹浩、草間 和哉、林 明子、田野中 浩一、鈴木 賢一 

藤田 恭子、畔蒜 祐一郎、田村 和広、大滝 博和、下枝 貞彦 

（講義順）                        *は外部講師 

■学修目標（GIO） 

悪性腫瘍、脳・神経疾患、内分泌・代謝疾患、感染症、循環器疾患等における病態と

薬物治療の最先端の知識を習得するために、これらの疾患の概念、症候、診断および

治療法を理解し、最先端の薬物療法について学ぶ。 

■行動目標（SBOs） 

1.  腎生理と体液の調節機構について概説できる。 

2. ゲノム創薬の手法および標的として見いだされた遺伝子の生体内機能解析法

および遺伝子改変動物について解説できる。 

3. 薬剤耐性菌の特徴（臨床上問題となる菌種、耐性メカニズム、我が国における

耐性菌の現状）について概説できる。 

4. 抗菌薬の特徴（種類、作用機序、体内動態、適正使用）と感染症対策について

概説できる。 

5. 心筋組織での分子シャペロンの細胞内情報伝達系への働きについて概説でき

る。 

6.  生殖生理と妊娠関連疾患について概説できる。 

7.  胎盤の形成と役割、妊娠高血圧症候群の病態生理について概説できる。 

8.  末梢神経障害の分類・病態・治療について概説できる。 

9. 虚血心筋でのエネルギー代謝障害の機序および心疾患でのミトコンドリアの

果たす役割について解説できる。 

10. がんの病態や随伴症状の理解、および殺細胞性抗がん薬、がんゲノム医療、が

ん免疫療法などの最新のがん薬物治療について概説できる。 

11. 乳癌の病態生理と薬物治療について概説できる。 

12. 真菌感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）

を説明できる。また、真菌（アスペルギルス、クリプトコックス、カンジダ、

ムーコル、白癬菌など）について概説できる。 

13.  性ホルモン及びそれら関連薬による女性性腺系の調節機構について概説でき

る。 

14. 神経損傷の機序とグリア細胞の種類と機能について概説できる。骨髄間葉系幹

細胞について説明できる。 

  



 

■講義内容 
回数 担当者 講義内容と対応 SBOs 

1. 長谷川 腎の主要な機能である体液の恒常性維持機構について概説する。

（1） 

2. 三部* 遺伝子改変動物を用いた疾患研究とゲノム創薬。（2） 

3. 中南 薬剤耐性菌の特徴（臨床上問題となる菌種、耐性メカニズム、我

が国における耐性菌の現状）について概説する。（3） 

4. 瀨山 抗菌薬の特徴（種類、作用機序、体内動態、適正使用）と感染症

対策について概説する。（4） 

5. 丸ノ内 分子シャペロンの心不全での病態生理学的役割について概説す

る。（5） 

6. 吉江 生殖生理と妊娠関連疾患（早産）について概説する。（6） 

7. 草間 胎盤形成機構と妊娠高血圧症候群の病態生理について概説する。

（7） 

8. 林 脱髄性末梢神経炎の病態・治療について概説する。（8） 

9. 田野中 心筋虚血での心機能およびエネルギー代謝障害について解説す

る。（9） 

10. 鈴木 がん薬物治療の変遷、およびがんゲノム医療、がん免疫療法など

の最新のがん薬物治療について概説する。（10） 

11. 藤田 乳癌の病態生理と薬物治療について概説する。（11） 

12. 畔蒜 真菌感染症の病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）について解説する。また、真菌（アスペルギルス、ク

リプトコックス、カンジダ、ムーコル、白癬菌など）について

概説する。（12） 

13. 田村 女性ホルモンによる卵巣と子宮の制御機構、医療応用について概

説する。（13） 

14. 大滝 神経損傷におけるグリア細胞の修飾作用と骨髄間葉系幹細胞移

植による細胞治療について概説する。（14） 

15. 下枝 各講義の重要項目に関する知識を問う記述試験を実施する。（1～

14） 

   

■アクティブラーニングの取り組み 

・学生を指名して発言させている。 
・少人数なので、直接、学生と意見交換しながら講義を進める。 
・講義終了時に、まとめのリアクションペーパーを提出させる。 
 
 



 

■成績評価 

論述・記述試験により評価する。 

1）形成的評価 

a：知識 口頭試問を行い、理解度を確認し評価する。（100％） 

  

2）総括的評価 

a：知識 記述試験（100%）の結果に基づいて評価する。 

 但し、受講態度によっては受験資格を失うことがある。 

■教科書 

各講義においてハンドアウト資料を配布する。 
 

■オフィスアワー 

講義終了後、または講義終了後に予約を取る。 

 

■準備学習（予習・復習） 

予習：生物学、生化学、生理学、薬理学等、関連科目について復習しておくこと。 

復習：講義で用いたハンドアウト資料や、講義内での口頭試問の内容を復習するこ

と。 

 

■学生へのフィードバック 

各講義の終了時にその日に行った講義内容のポイントを、講義中に用いたハンド

アウト資料を振り返りながら復習する。さらに試験の模範解答を提示し、学生自ら理

解不足であった箇所を振り返ることができるようにする。 

 

■教員からの一言 

本講義は、基礎から臨床まで幅広い内容を扱う総合科目である。基礎を復習しつ

つ、その知識を臨床に応用できるように教授していくので、受講者には発言や質問を

含めて積極的に授業に参加していただきたい。 

 

 

 

 
  



 

英語特論 I（英語によるプレゼンテーション） 

1年次前期 2単位 

担当者：増田 由佳（マスダ ユカ） 

 

■学習目標(GIO) 

In this course (英語特論 I and II), students learn and acquire foundational 

knowledge and skills of academic English writing in two settings: conference 

papers and journal articles, with focus on the literature review.  The course 

also provides insights and suggestions on lifestyles expected to maximise 

learning.  Semester I (英語特論 I) focuses on preparation of a visual 

presentation for an academic conference.  Students practise writing a 

conference paper using their own research project to plan, draft, format and, 

if appropriate submit a proposal of, their paper. 

 

■行動目標(SBOs) 

1. Being aware of lifestyle issues associated with effective learning  

2. Understanding the purposes and nature of scientific writing 

3. Being familiar with organised approach to academic writing 

4. Preparing, giving and assessing a visual presentation 

5. Being able to perform tasks and assignments regularly and in time 

 

■授業内容 

（回数、講義内容、および担当者と対応 SBOs） 

週 項  目 内 容 

1 Introduction Course outline, marking scheme, assignment 

guidelines (writing tasks and extensive 

reading) and some basic facts of scientific 

writing will be discussed. Participants 

report (ideas of) their own research 

projects. 
2-4 Planning your paper 

Groundwork for the 

brain work 

Participants plan and outline a conference 

paper. They also work on lifestyle issues to 

improve learning productivity. 
5-6 Drafting a proposal Participants write a presentation proposal 
7-10 Preparing a visual 

presentation 

 

Participants prepare slides. 



 

11-15 Presentation practice 

and peer assessment 
Participants practise giving a presentation 

and give feedback to peers 
 

■アクティブ・ラーニングの取り組み 

Participants will acquire target knowledge and skills through writing tasks 

that simulate conference presentation preparation.  They will produce a 

literature review and practise presenting their own paper for a conference.  

They will also analyse, discuss and give feedback on their own works as well 

as their peers’. 

 

■成績評価方法  

１）形成的評価  

Evidence of proactive learning and on-time submissions of 

completed writing works will be assessed.  

2）総括的評価 

The total word count of extensive reading and excellent 

writing skills demonstrated in the final product will also be 

awarded. 

 

■教科書 

Texts will be provided in class. 

 

■オフィスアワー 

講義終了後および 2-4PM, Wednesday* 

*Please make an appointment if you wish to meet outside of these hours. 

 

■準備学習（予習・復習等） 

- Please be ready to discuss (at least the vague ideas of) your own research 

projects on Week 1. 

- Writing tasks will be given almost every week.  Please complete and submit 

it by the deadline, usually the following Thursday noon unless otherwise 

specified.  Works submitted after the deadline will not be marked. 

- Participants are required to read a certain word counts or more of specified 

graded readers in the campus library to acquire English proficiency.  

 

 

 



 

 

■学生へのフィードバック 

Students will receive feedback on their work typically in the form of 

comments in class both from the teacher and their peers. 

 

■備考 

Required: Please bring a laptop. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

英語特論 II – Writing a journal article 

 1年次後期 2単位 

担当者：増田 由佳（マスダ ユカ） 

 

■学習目標(GIO) 

In this course (英語特論 I and II), students learn and acquire foundational 

knowledge and skills of academic English writing in two settings: conference 

papers and journal articles, with focus on the literature review.  The course 

also provides suggestions on lifestyles expected to maximise learning.  

Semester II (英語特論 II) focuses on writing of a journal article or 

dissertation in English.  Students practise steps of outlining, drafting an 

abstract and text body, formatting and proofreading. 

 

■行動目標(SBOs) 

1. Being aware of lifestyle issues associated with effective learning  

2. Developing understanding of the purposes and nature of scientific writing 

3. Being familiar with organised approach to academic writing 

4. Drafting a literature review section of a journal paper or dissertation 

5. Being able to perform tasks and assignments regularly and in time 

 

■授業内容 

（回数、講義内容、および担当者と対応 SBOs） 

週 項  目 内 容 

1 Introduction 

Course outline, marking scheme, assignment 

guidelines (writing tasks and extensive 

reading), Semester I review (discussions and 

interviews) 

2-4 Planning your paper 

Groundwork for the 

brain work 

Participants draft an outline a conference 

paper. They also work on lifestyle issues to 

improve learning productivity. 

5-7 Abstract Participants write an abstract 

8-9 Literature review Participants do a literature review 

10-15 Writing manuscript Participants write drafts of a literature 

review, analyse and give feedback to works, 

and learn how to format 



 

 

■アクティブ・ラーニングの取り組み 

Participants will acquire target knowledge and skills through writing tasks 

that simulate either dissertation or journal article writing.  They will 

produce an abstract and a literature review section.  They will also analyse, 

discuss and give feedback on their own works as well as their peers’. 

 

■成績評価方法  

１）形成的評価  

Evidence of proactive learning and on-time submissions of completed writing 

works will be assessed.  

2）総括的評価 

The total word count of extensive reading and excellent writing skills 

demonstrated in the final product will also be awarded. 

 

■教科書 

Texts will be provided in class where necessary.  

 

■オフィスアワー 

講義終了後および 2-4PM, Wednesday 

*Please make an appointment if you wish to meet outside these hours. 

 

■準備学習（予習・復習等） 

There will be writing tasks almost every week and an extensive reading task 

throughout the semester.  Please complete and submit tasks strictly by the 

deadlines. 

 

■学生へのフィードバック 

Students will receive feedback on their work typically in the form of 

comments in class both from the teacher and their peers. 

 

■備考 

Required: Please bring a laptop. 
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